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1 一般保育所事業費加算

保育所運営の充実に使う経費

2 障害児加算

障害児の処遇向上に要する経費

入力情報

障害児3人

算定式

155,550円×3人

算定例

466,650円／月

3 副食費加算

３歳以上の利用児童に対する副食の提供に要する経費

入力情報

3歳以上児61人

算定式

5,100円×61人

算定例

311,100円／月

4 保健師等加算

零歳児保育実施保育所において、保健師等１名を配置するための経費

入力情報

常勤1人・12％

算定式

602,280円×1人

算定例

602,280円／月

5 調理員加算

零歳児保育実施保育所において、調理員の増配置に要する経費や
離乳食等に対応する調理業務委託に要する経費

入力情報

常勤1人・12％

算定式

453,240円×1人

算定例

453,240円／月

6 嘱託医手当加算

零歳児保育実施保育所における嘱託医の手当に要する経費

入力情報

配置あり

算定式

13,570円×1施設

算定例

13,570円／月

7 11時間開所保育士加算

保育士の増配置に要する経費

入力情報

対象保育士2人

算定式

522,640円×2人

算定例

1,045,280円／月

入力情報

年齢別児童数

算定式

別表2単価×児童数

算定例
年齢 単価 児童数 金額

0歳児 8,140円 9人 73,260円

1歳児 23,290円 14人 326,060円

2歳児 7,830円 16人 125,280円

3歳児 9,020円 22人 198,440円

4歳以上児 9,020円 39人 351,780円

合計
1,074,820円／月
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8 11時間開所保育従事者加算

保育従事者の増配置に要する経費

入力情報

登録6人・上限6人

算定式

104,460円×６人

算定例

626,760円／月

9 保育暖房費加算

11月から3月までの期間における
11時間開所時間内の採暖の充実に要する経費

入力情報

なし

算定式

対象期間 11月～3月
10,000円×１施設

算定例

10,000円／月

10 延長保育加算（標準時間）

標準時間児の延長保育運営に要する経費

入力情報

1時間延長

算定式

159,000円×1施設

算定例

159,000円／月

11 延長保育加算（短時間）

短時間認定児の延長保育に要する経費

入力情報

1歳1人・3歳1人
延長保育利用1人

算定式

17,200円×2人

算定例

34,400円／年

12 延長保育加算（障害児）

障害児の延長保育に要する経費

入力情報

30分延長

算定式

12,500円×1施設

算定例

12,500円／月

13 産休等代替職員費

産休等の代替職員雇用に要する経費

入力情報

産休等代替職員
勤務日数

算定式

9,810円×60日

算定例

588,600円

14 処遇改善扶助事業 保育士等の賃金改善に実施に要する経費

入力情報

障害児数
対象職員数

算定式

区分 算定式

基本分 11,030×4.5

障害児増配置 11,030×障害児数

零歳児・常勤 11,030×対象職員数

零歳児・非常勤 11,030×0.75×対象職員数

11時間・保育士 11,030×対象職員数

11時間・従事者 11,030×0.75×対象職員数

算定例（モデルケース）

区分 実際の計算式 算定額

基本分 11,030×4.5 49,630円

障害児増配置 11,030×3（障害児数） 33,090円

零歳児・常勤 11,030×2（保健師1人＋調理員1人） 22,060円

零歳児・非常勤 11,030×0.75×0（非常勤対象職員数） 0円

11時間・保育士 11,030×2（対象保育士数） 22,060円

11時間・従事者 11,030×0.75×6（対象保育従事者数） 49,630円

合計 176,470円

合計額

5,574,670円
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